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皆さんは、自分がリラックスできる方法を知っていますか？今も歩き続ける人生の中で、

つらい事、苦しい事、イライラする事は数え切れないでしょう。また、音楽を聞く、寝るなど

のストレス解消法もたくさんあります。そして、もちろん私も自分のストレス解消法を持っ

ています。しかし、それは少し不思議なもので、なんと三重県でしかできないのです。そし

て、その裏には三重県の良さがあふれているのです。 

まず、私の考える「三重県でしかできないストレス解消法」とは、「近くにある至福を感じ

ること」です。例えば、帰り道の信号待ちの時に、ふと近くの草木を見てみたり、家での作

業中に少しだけ窓を開けてみたりするだけなのです。たったこれだけのことですが、爽や

かな風、香る花や果物、鳥の声が一斉に自分へ流れてきます。鼻や耳で感じる物だけでは

ありません。自然を例として挙げましたが、建物がたくさんある所でもたくさんの幸せを

感じることはもちろんできます。高い建物や電車を見ることも、美味しい物を食べること

も、至福の一つです。そして、それらは三重県で体感できるのです。つらなる山々、美しい

海や湾、安全な道、美味しい食、楽しい娯楽施設など、それぞれの市町ごとにも特色があり

ます。他の都道府県にも特色があるように、三重県にも特色があります。美しい自然や発

展していく文化・産業が守られ、たった今も続いていることは、世界に誇れることでしょう。 

私は、三重県を「進化しながらも、変わらない優しさのある場所」にしていきたいと考え

ます。技術の発展や社会情勢に対応し、大切な居場所を守れるような三重県であって欲し

いです。そうあることで、三重県なりの温かい優しさや三重県の良さがあふれ続け、より

誇り高き場所へと進化してゆくのだと思います。 


